
    

（
令
和
三
年
正
月
号
） 

年
頭
の
ご
挨
拶 

 
 

今
宮
神
社 

宮
司 

塩
谷 

崇
之 

 

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
素
は
当
神
社
に
格
別
の
御
尊
神
と
御
篤
志
を
賜
り

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

「
辛
丑
」
（
か
の
と
う
し
）
の
年
頭
に
あ
た
り
、
皆
さ

ま
の
ま
す
ま
す
の
隆
昌
と
安
寧
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

今
年
の
年
賀
社
報
は
、
丑
年
に
因
ん
で
、
昨
年
竣
工

し
た
「
今
宮
天
満
宮
」
脇
に
佇
む
「
臥
牛
」
の
哀
愁
あ

る
ウ
シ
ろ
姿
で
表
紙
を
飾
っ
て
み
ま
し
た
。
牛
は
天
神

さ
ま
の
「
神
使
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
丑
年
生

ま
れ
の
菅
原
道
真
公
（
菅
公
）
は
延
喜
三
年
の
丑
の
日

に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、「
自
分
の
遺
骸
を
牛
に
の

せ
て
人
に
引
か
せ
ず
に
、
そ
の
牛
の
行
く
と
こ
ろ
に
留

め
よ
」
と
遺
言
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
牛
は
、
黙
々
と
東

に
歩
い
て
あ
る
所
で
動
か
な
く
な
り
、
そ
こ
を
御
墓
所

と
定
め
、
そ
れ
が
後
の
大
宰
府
天
満
宮
と
な
っ
た
と
伝

え
ら
れ
ま
す
。
以
後
、
牛
は
、
天
神
さ
ま
の
ご
眷
属
と

し
て
、
菅
公
と
と
も
に
神
聖
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

全
国
各
地
の
天
満
宮
の
境
内
に
は
「
臥
牛
」
の
像
が
奉

納
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

当
社
に
も
、
昨
年
三
月
の
天
満
宮
の
新
社
殿
竣
工
に

あ
た
り
「
臥
牛
」
銅
像
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
天
神
さ

ま
の
御
神
徳
に
よ
り
、
牛
の
頭
を
撫
で
る
と
頭
が
良
く

な
り
、
あ
る
い
は
悪
い
箇
所
を
撫
で
る
と
病
気
が
治
る

と
信
じ
ら
れ
て
お
り
、

「
撫
で
牛
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

さ
て
、
小
職
が
今
宮
神
社
宮
司
を
拝
命
し
た
平
成
二

十
三
年
四
月
か
ら
、
今
春
で
十
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
宮
司
就
任
後
、
中
町
奉
賛
会
の
結

成
、
龍
神
池
周
辺
整
備
事
業
に
は
じ
ま
り
、
平
成
二
十

七
年
「
稲
荷
社
」、
平
成
三
十
一
年
「
新
社
殿
」、
令
和

二
年
「
天
満
宮
」
の
御
造
営
を
行
い
、
御
神
域
の
整
備

と
社
運
隆
昌
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
と
、
改
め

て
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
世
界
中
が
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
、
ま
さ

に
辛
苦
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
当
社
で
も
、
恒
例
の
祭

典
・
神
事
は
厳
修
し
つ
つ
も
、
感
染
拡
大
防
止
の
見
地

よ
り
、
遠
方
か
ら
の
崇
敬
者
の
参
列
を
ご
遠
慮
い
た
だ

く
な
ど
祭
典
の
規
模
を
縮
小
し
、
ま
た
奉
納
演
奏
や
玉

串
拝
礼
、
直
会
を
一
部
省
略
す
る
な
ど
の
対
応
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
目
に
見
え
な
い

敵
と
の
闘
い
と
共
存
の
中
で
、
今
年
ほ
ど
、「
神
仏
と

人
」「
人
と
人
」
と
の
「
絆
」
が
強
く
意
識
さ
れ
た
こ

と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。「
密
」
を
避

け
、
人
と
の
「
間
合
い
」
を
保
つ
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
状
況
下
だ
か
ら
こ
そ
、
神
仏
と
の
絆
、
人
と
人
と

の
心
の
絆
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
は
、
ま
だ
ま
だ
予
断

を
許
し
ま
せ
ん
が
、
当
社
に
お
い
て
も
万
全
の
感
染
対

策
を
整
え
ご
参
拝
の
皆
様
を
お
迎
え
す
る
対
策
を
講
じ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
に
も
ぜ
ひ
お
運
び
い
た
だ
き
、

祈
り
を
共
有
し
て
頂
け
れ
ば
誠
に
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。 

 【
悪
疫
退
散
へ
の
祈
り
と
今
宮
神
社
】 

一
、
役
行
者
が
こ
の
地
に
八
大
龍
王
を
祀
る 

 

当
社
の
社
伝
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
に
は
、
古
来
よ

り
武
甲
山
の
伏
流
水
が
湧
き
出
る
霊
池
が
あ
り
、
こ

こ
に
生
命
の
源
を
つ
か
さ
ど
る
二
柱
の
尊
（
伊
邪
那

岐
尊
・
伊
邪
那
美
尊
）
が
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

大
宝
年
間
（
七
〇
一
〜
四
）
に
、
両
部
修
行
の
た

め
諸
山
往
行
し
て
い
た
役
行
者
が
こ
の
地
を
訪
れ
、

当
社
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
こ
の
国
の
深
山
幽
谷
に
悪

獣
毒
蛇
が
出
て
長
年
に
わ
た
り
作
物
や
人
畜
を
害
し

て
お
り
、
人
々
が
困
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
ま
し

た
。
村
人
た
ち
の
訴
え
を
聞
い
た
役
行
者
は
、
こ
の

ま
ま
に
は
し
て
お
け
ぬ
と
発
心
し
て
仏
法
の
守
護
神

で
あ
る
「
八
大
龍
王
」
を
祀
り
、
信
心
堅
固
に
降
伏

す
る
よ
う
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
遂
に
悪
獣
毒
蛇
ら
は
屈

服
し
、
村
人
た
ち
は
難
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
こ
で
村
人
た
ち
は
、
当
社
に
八
大
龍
王
を
合
わ
せ

祀
り
、
以
後
「
八
大
宮
」「
八
大
権
現
社
」
と
称
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

役
行
者
が
当
社
に
祀
っ

た
八
大
龍
王
は
、
水
の
神
、
仏
法
を
守
る
神
で
あ
り

観
音
菩
薩
か
ら
慈
悲
の
心
（
宝
珠
＝
玉
）
を
い
た
だ

い
た
神
様
で
す
。
四
月
四
日
の
秩
父
神
社
の
お
田
植

え
祭
は
、
今
宮
神
社
の
霊
水
を
い
た
だ
き
に
来
ら
れ

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
役
行
者

と
八
大
龍
王
は
、
秩
父
霊
場
や
秩
父
の
人
々
の
生
活

に
深
く
係
わ
ら
れ
て
、
今
日
の
秩
父
発
展
の
礎
と
な

ら
れ
ま
し
た
。 

秩
父 

今 

宮 

神 

社 
 

年
賀
社
報 

奉
賛
会
だ
よ
り 

稲荷社   

新社殿 

天
満
宮
と
撫
で
牛 



二
、
疫
病
の
流
行
と
「
今
宮
神
社
」
の
創
建 

古
来
、
日
本
人
は
、
都
で
疫
病
が
流
行
す
る
と

「
御
霊
会
」(

ご
り
ょ
う
え)

を
営
み
、
疫
病
の
鎮
静

化
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

当
社
社
伝
に
よ
れ
ば
、
天
文
三
年
（
西
暦
一
五
三

四
年
）
の
秋
、
我
が
国
で
は
疫
病
が
大
流
行
。
特
に

秩
父
地
方
は
甚
大
な
災
難
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
秩
父
の
村
人
た
ち
は
、
当
時
盛
ん
に
「
御
霊

会
」
が
営
ま
れ
て
い
た
京
の
都
の
「
今
宮
社
」
よ

り
、
悪
疫
退
散
の
強
い
お
働
き
を
お
持
ち
の
「
素
佐

之
盞
尊
」
（
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）
を
勧
請
し
て
当

地
に
お
祀
り
し
た
と
こ
ろ
、
大
神
さ
ま
の
お
働
き
に

よ
り
、
疫
疾
を
す
っ
か
り
消
し
去
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。
以
後
、
素
佐
之
盞
の
大
神
さ
ま
へ
の
報
恩

感
謝
と
都
の
「
今
宮
社
」
へ
の
敬
意
か
ら
、
当
社
は

『
今
宮
さ
ま
』
と
し
て
尊
崇
を
集
め
る
よ
う
に
な

り
、
「
今
宮
神
社
」「
今
宮
八
大
宮
」
と
称
す
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
す
。 

三
、
見
え
な
い
敵
と
の
闘
い
と
神
仏
へ
の
祈
り 

こ
の
よ
う
な
見
え
な
い
敵
と
の
戦
い
。
人
間
の
力

だ
け
で
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
災
難
に
見
舞
わ
れ
た

と
き
、
古
来
私
た
ち
は
神
仏
の
お
力
を
お
頼
み
し
て

そ
の
退
散
・
鎮
静
を
祈
り
、
災
厄
を
乗
り
越
え
て
き

ま
し
た
。
当
社
で
も
、
八
大
龍
王
神
を
お
祀
り
す
る

「
龍
神
祭
」、
役
行
者
さ
ま
を
お
祀
り
す
る
「
役
尊

神
祭
」、
伊
邪
那
岐
尊
・
伊
邪
那
美
尊
・
素
戔
嗚
尊

等
を
お
祀
り
す
る
「
例
大
祭
」
な
ど
、
其
々
の
お
祭

り
の
中
で
、
神
恩
感
謝
と
災
難
消
除
・
身
体
守
護
の

祈
り
を
捧
げ
て
お
り
ま
す
。 

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
を
受
け

て
、
各
地
の
大
切
な
祭
礼
行
事
が
中
止
や
延
期
に
追 

い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
い
う

時
こ
そ
、
古
来
続
け
ら
れ
て
き
た
神
仏
へ
の
祈
り
と

祭
祀
を
き
ち
ん
と
続
け
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

皆
様
の
ご
健
康
な
ら
び
に
身
体
の
安
全
、
ご
隆
昌

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

【
天
満
宮
新
社
殿
竣
工
の
ご
報
告
】 

今
宮
神
社
の
御
垣
内
に
由
緒
あ
る
天
神
様
の
お
社
を

約
六
十
年
ぶ
り
に
再
興
。
令
和
二
年
三
月
、
東
風
が
吹

き
、
梅
香
る
弥
生
月
の
佳
き
日
を
選
び
定
め
て
「
遷
座

祭
」
な
ら
び
に
「
竣
功
祭
」
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。 

【
天
神
さ
ま
】
天
満
宮
は
、
菅
原
道
真
公
（
天
満
大
自
在

天
神
）
を
ご
祭
神
と
す
る
お
社
で
す
。
菅
原
道
真
公

（
菅
公
）
は
平
安
時
代
に
京
の
都
で
生
ま
れ
、
幼
少
時

よ
り
勉
学
に
励
み
、
秀
才
の
呼
び
声
も
高
く
、
ま
た
武

芸
の
道
に
も
才
能
を
表
さ
れ
ま
し
た
。
文
武
両
道
に
優

れ
た
菅
公
は
、
異
例
の
出
世
を
遂
げ
、
帝
よ
り
右
大
臣

の
位
を
賜
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
が
、
時
の
左
大
臣
・

藤
原
時
平
の
策
略
に
よ
り
、
無
実
の
罪
で
九
州
太
宰
府

に
左
遷
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
大
宰
府
に
あ
っ

て
も
帝
を
逆
恨
み
す
る
と
な
く
、
ひ
た
す
ら
に
日
本
と

皇
室
の
安
泰
を
祈
り
続
け
る
も
、
延
喜
三
年
（
九
〇
三

年
）
二
月
二
十
五
日
、
失
意
の
内
に
五
十
九
歳
の
ご
生

涯
を
終
え
、
そ
の
墓
所
が
現
在
の
太
宰
府
天
満
宮
と
な

り
ま
し
た
。 

菅
公
が
、
左
遷
先
の
大
宰
府
で
亡
く
な
っ
た
後
、
都

で
は
、
菅
公
の
左
遷
を
策
略
し
た
藤
原
氏
の
一
族
が
相

次
い
で
落
雷
に
よ
っ
て
死
去
し
、
さ
ら
に
日
蝕
・
地

震
・
彗
星
・
落
雷
な
ど
の
天
変
地
異
、
干
ば
つ
、
洪
水

な
ど
の
災
害
等
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
を
は
じ
め
、
さ

ら
に
は
疫
病
が
大
流
行
し
て
、
世
の
人
々
は
不
安
に
陥

り
ま
し
た
。
菅
公
の
怒
り
が
雷
の
形
で
現
れ
る
と
信
じ

た
人
々
の
信
仰
は
、
藤
原
氏
を
は
じ
め
と
す
る
都
の
貴

族
た
ち
に
は
恐
怖
と
畏
怖
の
念
で
捉
え
ら
れ
、
そ
の
怨

霊
を
鎮
め
る
た
め
京
都
に
北
野
天
満
宮
を
建
立
し
て
祀

り
ま
し
た
が
、
農
民
に
は
水
田
耕
作
に
必
要
な
雨
と
水

を
も
た
ら
す
雷
神
（
天
神
）
と
し
て
、
稲
の
実
り
を
授

け
る
神
と
し
て
広
く
全
国
に
崇
敬
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
後
に
「
天
満
大
自
在
天
神
」
と
諡
名
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

や
が
て
、
菅
公
の
学
問
に
対
す
る
偉
大
な
事
績
や
そ

の
人
柄
か
ら
、
文
学
・
詩
歌
・
芸
能
の
神
、
あ
る
い
は

慈
悲
の
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
代
に

お
い
て
は
、
学
業
成
就
、
合
格
祈
願
、
立
身
出
世
の
守

り
神
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。 

【
今
宮
天
満
宮
】
安
政
六
年
（
一
八
五
九
年
）
、
秩
父
中

町
の
久
保
庄
左
衛
門
が
、
上
町
の
舛
屋
利
兵
衛
を
通
じ

て
請
け
た
京
都
の
北
野
天
満
宮
九
百
五
十
年
御
忌
の
御

神
札
を
当
社
に
奉
納
し
、
衆
人
が
お
詣
り
で
き
る
よ
う

天
満
宮
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
三
十
年
代
に
、
境
内
整
備
の
た
め
、
仮
本
殿
に

合
祀
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
の
境
内
整
備
事
業
に

伴
い
、
令
和
二
年
三
月
、
新
社
殿
が
完
成
し
ま
し
た
。 

 

社
殿
内
部
に
は
、
か
つ
て
こ
の
地
に
聳
え
て
い
た
樹

齢
約
百
五
十
年
の
欅
の
御
神
木
の
切
株
に
、
欅
彫
り
の

菅
公
座
像
を
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。 

【
巨
大
絵
馬
】 

丑
年
の
新
年
に
巨

大
絵
馬
の
ご
奉
納
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

丑
（
牛
）
の
画
は

横
瀬
町
立
横
瀬
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
に
よ
る
力
作

で
す
。
社
殿
右
手
に
展
示
し
て
お
り
ま
す
。 

【
今
年
度
の
行
事
予
定
】 

・
一
月
一
日 

 
 

歳
旦
祭 

・
二
月
四
日 

 
 

立
春
祭 

・
四
月
四
日 

 
 

龍
神
祭
・
水
分
祭 

・
六
月
六
日 

 
 

役
尊
神
祭 

・
六
月
三
十
日 

 

夏
越
大
祓 

・
九
月
二
十
八
日 

例
大
祭 

・
十
二
月
三
十
一
日 

年
越
大
祓 

各
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
随
時
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す
の
で
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
下
さ
い
。 

欅彫りの天神像は樹齢約百五十年の欅の切株の上に祀られている。 

龍神祭・水分祭(4 月 4 日)    

今宮天満宮（令和 2 年 3 月 8 日竣工） 

役
尊
神
祭(

六
月
六
日) 

夏
越
大
祓(

六
月
晦
日) 

例
大
祭(

九
月
二
十
八
日) 


